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姿勢という言葉は体育学においても比較的安易

につかわれすでに概念化されているようにみえ

る。しかし何がよい姿勢であるかという疑間は少

しく考察するに当って誰でもがその内容の不定1生

に気づくことであろう。

生理学が POStureと ぃう言葉をつかうときは

主として体位の変化にともなう筋の反射を取扱

い,こ こでも姿勢は単に直立位という概念として

取扱われているにすぎない。

従来,学校衛生学的見地から姿勢については学

童をはじめとしてかなりきびしい保健学的批半Jと

指導がなされてきた。これは学習をふくめて生活

の上で直立位や坐位が放任されればおそらくは内

1蔵の機能にまで悪く影響することが長いけいけん

で明らかにされたのであろう。

われわれは姿勢というものの本態を明らかにす

るためのまず手がかりとしてこの研究 に着手し

た。

EI〕 脊柱彎曲の考察

I目  的
大学生は日常の生活が姿勢にどのような影響を

およばしているか,すなわちここでは彼等はどの

ような姿勢をとっているかを明らかにしようと試

みた。そして大学生の生活様式と姿勢との関係に

関する綜合的な考察を行い,その資料にもとづい

て体育的な指導法をもとめた。体育学的に姿勢の

問題が取扱われ始めるようになったのは決して新

らしいことではなくその研究も多方面的に取扱わ
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れているが,いずれも特殊例について行われたも

のである。われわれは姿勢のもついろいろな傾向

を簡易に類型化 しこれの良否を判別する資としよ

うとつとめた。

まず本研究の最初の段階として簡易な様式によ

る姿勢の考察方法を検索した。

Ⅱ 研究方法
姿勢の研究方法として脊柱を考察するに 当っ

て,文献的には 2通 りの傾向がある。

斎藤は姿勢研究は第一に脊柱の重要性を指摘し

発育期の児童の場合よりも成人の姿勢に大きな

役割 をもっていることをオ旨示 している。 Wttιπs

K炒ん%ιん,G″ιιθπ,朝比奈,山中等 のように角
の変化としてとりあつかうものと斎藤,船曳,三

輪等のように脊柱の屈曲状態を類型化 し,更に骨

盤傾斜度と腰 1山角度との関係について考察 してゆ

くものとにわけられる。しかして前者は姿勢写真

撮影を行っており,C%rιιθπ は Conformateur

と身体の各部位に豆電球を用いて体位を示 してい

る。

われわれは方法としては直立位の場合の脊柱の

屈曲を簡易な曲線であらわすように C%πιιθπの

Conformateurを改作 した (第 1図 )。 また全身

の立位の体形と脊柱の屈曲状態を写真撮影し,得
られた像について屈曲状態を解析 した。

III 結果と考察

被験者として取扱った大学生は,東京大学教養

学部学生 4517名 中から任意に抽出した 151名 で

考察上の便を得る為に第 2図 に示すごとき2葉の

立位姿勢の写真撮影を行った。この内,側面より
のものは COnformateurを用い脊柱の屈曲状態

をも同時に描記 した。
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態を両群について比較検討した。

釣合がとれているか どうか。

姿勢に安定感があるか どうか。

姿勢が自然な感じをあたえるか或は不 自然な

感じをあたえるか どうか。

その姿勢か ら力強さを感じるか反対に弱々し

い感じがするか
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評価点

第 3図
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評価点分布図

第 2図

個々の写真についての脊柱屈曲の解析に先立っ

て 151名 の直立姿勢について共同研究者中の 6名

(医師 2名,体育指導者 4名)が別表のような基準

を主要素として各自の主観的採点をした。採点は

優,良,普通,不良,劣悪の 5段階とし,それぞ
れ 5,4,3,2,1と 評点で表わし個々について 6人の

評点の合計点を被験者の評価得点とした。この評

価得点の分布状態を示すと第 3図のようで,その

分布はほぼ正規分布に近い,次にこの図に示され

た両極の斜線の範囲内にあるもの,すなわち得点
の多い群 (29～ 26点)12名 と少ない群 (10～7点 )
10名 の計 22名をとりだし,まず脊柱屈曲の状

描記撮影された脊柱の

解析は第 2図のごとく撮

影された写真の内のAに
ついてのみこれを行った。

解析には先ず次のような

作図と計測を行った。す

なわち第 4図に示すごと

く腰の部分の最も凹んだ

点 0を通って長軸方向に

垂線を引き, この垂線に

対 して第 7頸椎に最も近

い点Pお よび脊椎の背部

に最も突出している点Q
からそれぞれ 垂線 を弓|

き,長軸方向の垂線との

交点を P′ および Q′ とし,

P～ P′ =a Q～ Q′ =a′ o～ P′
して計測 した。

aの長さと評価点との関係

第 4図 脊住屈曲
計測図

=b O～Q=b′ ル

第 1表 採点の場合の観察基準

図
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この計沢」値を直ちに比較することは 身長の大

小,体型等の問題にも関連をもつが,解析上の次
の段階である上体の傾斜を考察する指標ともなり

得るので此の関係をまず検討 した。ここでは得点

の多い群は 100～ 3。 Ommの 範囲にあり,得点の
少ないものは 3。 0～ 6。 8mmの 範囲内にあった。
この結果を分布図に示すと第 5図のとおりである

(こ の数値は考察に用いた写真の実測値である)。

● .品.盤 8....   . ∞ ●●
26

評価点

第 7図 評価得点対乙α′の関係
● F日高得点者, OF口低得点者

の少い群は 8～ -4° となっている。ここで負の

値を示すのは点 P′ の位置が 0を通る垂線よりも

前額面に近いものであるcま た α
′では得点の多

い群は 11～ 4° の範囲にあり,得点の少い群は 15

～7° の範囲である。理解のための便宜にこの関

係を図示すれば第 6,7図 のようである。また計

算値を示せば表 2,3の ごとくである。

IV 結  論
大学生の姿勢を基準化するための研究として,

大学生の姿勢を主観的並びに客観的に分析 した。

第 2表 計測値および換算値
(得点の多い群)
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第 5図 aの 長さの分布図
● F口高得点者, ○ 印低得点者

指標としての傾斜角と評価点との関係

脊柱屈曲の状態については これを垂線 OP′ と

OPお よび OQと のなす角 α および α′の傾斜
度を指標とした。tt α および α

′
は直接写真か

らの実測によらないで,α,ら,α
′
,ι
′
か ら式 (1)

(2)を用いて計算で求めた。

α=tan-1(争 )………………(1)

α′=tan-1(チ )…………………(2)
この指標としての傾斜角と評価点との関係につ

いては,α では得点の多い群は 2～ T4° で得点

。    :..
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評価得点対乙αの関係第 6図
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第 3表 計測値および換算値
(得点の低い群)

および ∠α
′
とこの両者から ∠β を算出した。

次に ∠αおよび ∠β について分布表を作ってそ

の両端に位置するグループを求めた。このグルー

プについて身体各部の重′い位置並びに全身の綜合

重ノい位置を求めた。∠β は ∠α と ∠α
′
との和

である。ここで重′いおよびその位置というのは協

同研究者の 1人松井の係数から作図法によっても
とめたものである。

考察の手だてとして,考察対象となった例につ
いては描記曲線の部分を拡大 し模式化 して示す

(以下の各図における b図 )。 とともに,身体各部の
重′さおよび全身の綜合重′心位置を写真上に図示し

た (以下の各図における a図 )。 図中○印の部位が
身体各部の重′心位置であり,◎印が全身の綜合重
心位置である。なおこれ等の重′い位置と綜合重′い

を通る地球の重′い方向 (綜合重心を通る鉛直線)お ょ

び股関節 (股関節を通る鉛直線)と の関係を模式イヒ
して図示 した (以下の各国における C図 )。

III 結果と考察

∠αおよび ∠β の分布について

∠αの分布は第 4表のごとくで,こ れを頻度百
分比で図示 したのが第 8図である。すなわちその
分布は-6度から +10度の間にある。

第 4表 乙αの分布

乙α「 %~|
(― )6～ 5

(一 )4～ 3

(― )2～ 1

0

1～2

3～ 4

5-6

7-8
9-10

-4048度

第 8図 ∠α分布図

∠βは ∠α と∠α
′
との差で,その分布 は第

5表,第 9図に見られるごとくで,4～14度の間
にある。

α/ら

6
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方法は COnformateurを用いて脊柱屈曲の描記
撮影を行い,一方直接,観察して姿勢の 良否 を
きめそれを COnformateurに よる脊柱屈曲の解析
で得た結果と比較検討 した。その結果観察による

良者は (高得点の群 26～29点)脊柱屈曲の指標とし
ての傾斜角 α および α

′
において,∠αは2～一

4°,∠α
′
は 11～ 4° でぁり,得点の少い群 (7～ 10

点)の 角 α は 8～ -4° ぉょび角 α
′
は 15～ 7°

の数値を示 している。

EII]重心と脊柱彎曲の関係

I目  的
先に大学生の姿勢を基準化するために大学生の

姿勢を主観的並びに客観的に分析 しようとした。

研究方法として ConfOrmateurを用いて脊柱屈
曲の描記撮影を行い,一方直接に観察して姿勢の
良否をきめ, これを COnformateurに よる脊柱
彎曲の解析で得た結果とを比較検討 した。

ここでは立位姿勢における身体力学的意味と脊

柱彎曲解析との関係について考察した。姿勢にお

ける身体力学的意味とは,姿勢と身体各部の相互
関係,ないし身体と地球の重力方向との相対関係
を云う。

Ⅱ 研究方法
直接観察の対象とした大学生 (東京大学教養学部

学生)151名 について,脊柱の彎曲解析を行い∠α
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%
第 5表 乙βの分布

乙β % 30

3～4

5-6

7-8

9-10

11-12

13-14

6.6

20。 5

34.5

18。 4

15。 9

4。 0

1216度

第9図  ムβ分布図

重心と ∠α 値
この関係を明らかにする為に∠α値の(+)側お

ょび (一 )側の両端グループに属する例について,

α～ 8°

α′～14・

α′一α～ 6°
↓
β

第 10図  乙αの (十 )側に大なる例

α～-3°

α′～ 9°

α′一α～12C
↓
β

第 12図  ムαの最頻値グループの例

重ノい位置に関する力学的考察を行った。すなわち

∠αが (+)側 に大きい夕J(第 10図 )では,上

体の重ノいが股関節および綜合重ノさよりも後方にあ

り, 頭 部 の重心もまた後方にある。このことは

∠αがこの値を示す姿勢では常に股関節を軸とし

て上体の後方への回転運動を持続していることと

なる。この為鼠径靭帯が正常よりも長くなり,腰

部の過伸展をいちじるしく,常に上体を後傾斜さ

せる。所謂「そりかえり」姿勢となる。

次に ∠α が (― )側に大きい (第 11図 )では,

綜合重ノいは股関節よりわずかに後方にあるが,上

体および頭部重ノさはともに綜合重ノいより前で上体

の重ノいは股関節上に,頭部重ノさは明らかに股関節

より前方にある。 このことは ∠αカミ(一 )側に大
きな値を示す姿勢においては,股関節を軸として

常に上体の前方への回転運動を持続することとな

る。この結果両肩は前に出,首前方姿勢となり,

普通は胸椎部の後方が脊柱の背部への最凸部であ

るのに対 して,最凸部が下降 し,脊柱の前傾斜が

目立つ結果となる。

なお比較の材料として ∠α が最頻値を示すグ

ループに属する例 (第 12図 )について同様な考

察を行って見た。すなわち綜合重ノいがほぼ股関節

上にあり他の部位重ノいも綜合重′さを通る鉛直線上

によく一致 している。いいかえると,各部重ノさも

綜合重ノいもともに股関節の軸上にあり,姿勢の理

論的意味に合致した姿勢と云うことが出来る。

以上の事柄から脊柱彎曲解析値の 1つ ∠α の

・・・ｈ＝Ｈ」」に中い̈」」」中け」けにいにほ＝＝膠・・Ｆ・・・
第 11図 ムαの (一 )倶1に大なる例
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大きな姿勢は,(― )倶」の大きいものは,前方に,
(+)側に大きいものは後方に常に持続的な上体
の転移を示し,その姿勢における身体各部の重′さ
位置が相前後することが明らかになった。このこ

とはこれ等の姿勢が身体の地球の重力方向との相

対関係からも,ま た,身体各部の相互関係からも
その異常を指示するものであると云うことが出来

よう。

重ノいと ∠β 値

∠β の大きいグループには (第 13図 )に 示す
ごとき例と (第 14図 )に示すごとき例の二様の

ものが含まれている。すなわち第 13図の例は綜
合重ノい位置は股関節に近く位置しているが,音『分

重ノ心, ことに頭部重′心の前出がいちじるしい。し

たがってこの例は∠αの (― )倶Jに大きい例と同

様の力学的位置を示すこととなるが,上体前出の

第 13図 ムβの大なる例 (その 1)

αγ 3・

α′～16°

α′―α～13・
↓
β

要因が頭部において特に強調されるので,脊柱の
前頻斜に加えてその屈曲の度を深めいわゆる「円

背」姿勢を示す。

第 14図の例は綜合重′いが股関節部よりやや後
方に位置するが,各部位の重ノいはいずれもほぼ綜
合重′さを通る鉛直線に近く位置し,力学的には正
常な位置を示すものといえるが,∠β値の大きい
のは脊柱の脊部への最凸部が下降していることに

よるもので,外部環境により固有姿勢を持続する
場合,或は体操,競技等で前部筋肉の異常に発達
したグループに見られる例とほぼ規を一にしてい

る。すなわちこれ等の例では姿勢そのものの異常

よりも,脊柱彎曲の程度を知ることとなる。
∠β値の川ヽさい例 (第 15図 )ではまったく∠α

値の (+)側 に大きい例と同様な力学的位置を示
している。すなわち上体の股関節を中心としての

後方への回転運動が見られ,いわゆる「そりかえ
り」姿勢となりこの為脊柱はいずれも伸びた状態

を示している。

α～ 9°
α′～15°

α′―α～ 6・
↓
β

第 15図 乙βの小なる例
以上の事柄から脊柱彎曲解析値 ∠β は,姿勢
の 力学的考察として, その大 きい例は ∠α の

(一 )側に:大 きい例と,/1ヽさい例は∠αの (十 )側

に大きい例とほぼ同様の立場に立つが,脊柱の屈
曲の指標として姿勢考察にあたっての十分な意味

をもつものと云うことが出来よう。

Ⅳ 結  論
脊柱彎曲を解析して得た ∠α および ∠β 値に

４

ｏ
　

一

一　

９

　

α

一
　

一
　

一
↓

β

・・・
」Ｈ日＝」」」」」」」け」け疇旧旧＝＝旧＝Ｗ・・・・

・・・【い」」」̈̈
¨̈」̈」̈̈
』̈」昭腰肝＝ＤＢ５・・

第 14図  ムβの大なる例 (竹の 2)
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ついてそれぞれの分布と,分布にあらわれたグル

ープにつき,その値の示す立位姿勢に力学的作図
をこころみ,解析値と姿勢の理論的関係について

考察した。

(1)解析値の分布は (被験者大学生151名 )∠α

で -6～ +10度までの間であり,∠β では 4～

16度までであった。

(2)∠α値とその姿勢の力学的関係は分布で

(一 )側の大きい姿勢では前方に,(+)倶 1に大き
い姿勢では後方に常に持続的な上体の回転運動を

示し,身体各部の力学的相互関係の異常が見られ

る。 すなわちそこでは従来から云われた,首前
方,両肩前,円背,「そりかえり」等の異常姿勢

を判別し得た。

(3)∠β値とその姿勢の力学的関係は,分布
で角の大きい側においては ∠α の(― )側と,小

さい側においては ∠α の(十 )倶1に大きい惧1と ほ

ぼ同様な力学的関係を示した。また ∠β の大き

い例で力学的には正常に近い例のあることも明ら

かになった。したがってこの値は脊柱の屈曲状態

の指標として,有意の値であることを知り得た。

EIII]脊柱彎曲の年令的推移 (そ の 1)

I目  的
大学生の姿勢については前報に報告したように

かなりな点が明らかにされた。ここでは更に立ち

入って,解析の対象とした ∠α,∠βすなわち脊柱

の彎曲と姿勢との関係を年令的に追ってみた。こ

のことは我々が目的とする大学生の姿勢の研究そ

のものを直ちに充当する事柄ではないが,何才位
で姿勢と脊柱彎曲との関係が定常的な形を示すか

を考えてみたもので,そ こから大学生の姿勢のも

つ特1生 と一般的な関係とを考究しようとした。そ

して同時に,年少者における姿勢の基準化につい

ての方法的手がかりをも併せ考えたものである。

Ⅱ 研究方法
浦和市在の隣接している小学校,中学校,高等

学校の各学年男子生徒約 50人ずつを対象とし,

Comformateurを 用いての写真撮影を行いその

脊柱彎曲を解析した。解析方法は大学生における

ものと同じ ∠α,∠β についてである。

III 結果と考察

∠α の検討

年令別分布は第 6表のごとくである。小学校 4

年までは,それより上の年令のものに比して分布

がひろく, 高等学校期に入ってはずっとまとま

っている。小学校 1～3年の頃は -4°～O° に半

数以上の ものが集っているが,4～6年になると

-2°～2° に50～60%が集っている。更に中学校
期になると 1,2年は 0°～6°,3年が -2°～4°
に集っている。高等学校に入るといずれも 0°～

4° に 70%前後の集りをみせている。すなわち
ここでは年令の進むに したがって明らかに ∠α

値が (― )から (+)へ と移動し,殊に O°～2°

位のところに集るのがみられる。

これを一般的な分類方法 としての月ヽ学校低学

年,高学年,中学校,高等学校という3学年ずつ

合わせたグループ別の分布をグラフにとってみる

-6～
8才

(155人 )

一一-9～ H才
(145人 )

― ‐-12～ 14才
(161人 )

“ ・ 15～ 17才
(133人 )

第 16

-6～
8才

(155人 )

一―-9～ H才
(145人 )

一 ―-12～ 14才
(161人 )

……… 15～ 17才

(133人 )

,-2 0 2 4 6 8 10 12度

図 ムαの分布図

-12-10-8 -6-4-2 0

乙βの分布図

ν

第 17図
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第 6表 乙αの 分 布 (%)

中 学 校

4     5

∠ α 57    56 50

(― )10～ 9

(一 )8～ 7

(― )6～ 5

(― )4～ 3

(― )2～ 1

0

1- 2

3～ 4

5～ 6

7～ 8

9-10

4。 8

2.4

11。 9

26.2

20。 1

19。 0

7.1

4.8

2。 4

5.3

3。 5

7.0

15.8

24。 6

17.5

8。 8

12.3

1.8

3。 5

7.1

1。 8

21◆ 4

25.0

10.5

16.1

7.1

8.9

1.8

260

4。 0

4。 0

24。 0

22.0

20。 0

16.0

2。 0

4.0

2。 0

8.8

15.3

19。 8

11。 0

26.4

8。 8

4。 4

4.4

4。 0

12.0

20.0

20.0

22。 0

6.0

6。 0

4。 0

6。 0

8.5

12.8

27。 7

34.0

12.8

2。 1

2.1

1.7

8.6

6。 9

10.3

32。 8

19。 0

15。 5

5。 2

7.1

10.7

21。 4

21.4

28。 6

8。 9

1.8

4。 3

7。 1

19.1

40。 4

17.2

4。 3

6。 4

4。 2

8.3

14.6

22.9

29。 2

14.6

4。 2

2。 1

7.9

26.3

36.8

15.8

7。 9

5。 3

第 7表 乙βの分布 (%)

(一 )

(一 )

(一 )

(― )

(― )

2。 4

2.4

9.5

6.7

6.7

23。 8

20.1

2.4

1。 8

1.8

1.8

3.5

5。 3

19。 3

28。 1

28。 1

5.3

3.5

1。 8

1。 8

3.6

8.9

26。 8

25。 0

17.9

10.7

1.8

10-9

8-7

6～ 5

4～ 3

2-1

中 学 校

24。 2

34。 5

27。 6

12。 1

1.7

0

1-2
3- 4

5～ 6

7- 8
9-10

11-12

13-14

15-16

2.0

4。 0

28.0

26。 0

26。 0

6。 0

2。 0

2。 0

13。 3

40。 0

31.1

13.3

2。 2

2。 0

28◆ 0

32.0

22.0

12。 0

2。 0

4.3

36。 2

34。 0

14。 9

10.6

3.6

16.1

32。 1

35.7

7.1

5。 4

36.2

29.8

23。 4

10.6

4.2

20.8

41.7

18。 7

12.5

2。 1

7.9

7。 9

36。 8

34.2

5。 3

7。 9

と第 16図のごとくになる。それぞれのカーブは

年令の進むにつれてずれてゆき,その高さも高く

なってゆき,分布の巾も狭 くなっている。
∠β の検討

年令的分布は第 7表のごとくである。小学校 1

年で 10°～12° に半数近くの集りをみせ,2,3年
が 6°～8° に 70%前後,4年以上はほとんどが

4C～ 8° に 80%以上の集りをみせている。これを
∠α同様に学年ブロック別にグラフにとってみる

と第 17図のごとくである。小学校低学年は ∠β
値の大きいものが多くて一つだけはずれている。

他の三つのグループはほとんど同じ位置に示され

たが,年令が上になるにつれてカーブの頂点が少
しずつ高くなり,分布の中も狭くなっている。

漂 F.ず
I「―|

小  学  校 校一品

311

校学一＼
、
、
【 L∫

覧
覇

―

|

》 |

61 1

50  1  47   1  58   1  56

3   1   1

ムβ

5.4

2。 0
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第  8 表

第 1号

(%)

学   校 中 学 校

42 57 45 50 47

61。 4

3.5

35.1

62。 5

0

37。 5

40.0

8。 0

52。 0

53.3

0

46。 7

42.0

6。 0

52。 0

12.8

4。 2

83。 0

19。 0

3。 4

77.6

25。 0

7.1

67.9 嚢嘉
15.8

2。 6

81.6

このように解析値を年令的に追ってみた結果,

我々は ∠α 値において年令の進むにしたがって

(一 )から (+)へ と移行 していることの事実に

注目し, これを姿勢として「前かがみ」のものが

年少者に多く,それが徐々に減じてゆくものと解

釈する。そしてその関係は ∠α 値 (一 )の もの,

(十 )の ものの大まかな分類の比から更に明らか

にされた。すなわち第 8表にみるごとく,小学校

低学年では (― )の ものが 60%を超しているの

が高学年では 40～50%に減 り,中学校以上では

高等学校 2年でやや増加 している以外は 20～ 10

%になっている。年令が進むにしたがって「前か

がみ」が減少するすなわち,徐々に起き上ってゆ

くということになるわけである。

Ⅳ 結  論
小学校 1年 より各学年毎に解析値についてみた

わけであるが,∠α値において年令が進むに従っ

て徐々に (― )か ら (十 )へ と移行 していること

すなわち,姿勢として「前かがみ」が年少者には

多いということが認められる。同時にそれが小学

校 4年位から半数以下に減 り,更に中学校期へと

進むにつれて少なくなり,高等学校期においてほ

ぼ定常的となる。すなわち姿勢は発育と共に徐々

に起き上ってくるということである。

「直立の姿勢」は人類を特徴づける一つの重要

な要素である。15～ 18才は性 ホルモンがほぼ完

成に近づきそれに伴って大脳皮質の機能もまた一

応発達 した段階に達する年令である。この年令に

達 してはじめて直立の姿勢もほぼ完成されるとい

うこの事実は人類学的にみても一つの興味ある課

題を提供するものといえよう。

EIV〕 脊柱彎曲の年令的推移 (その2)

I目  的
前報において発育期における男子の姿勢の年令

的推移を目的とした考察の結果を報告したが, こ

こでは,それが女子 においては どうなのである

か,男子と同様のことがいえるか否かをみること

を目的とし,検索の結果に男子との比較を合わせ

て以下のような所見を得た。

Ⅱ 研究方法
男子と同様に,浦和市在の隣接している小学校,

中学校,高等学校の各学年女子生徒約 50名ずつ

を対象に,前報と同じ方法で沢1定した。

III 結果と考察

∠α の検討

∠α の年令別分布 をみると, 小学校 1年では

-6°～0° に 70%,小学校 2,3年が -4°～2° ,
4～6年で-4° また は-2°～4° に 70～80%の

集りがある。男子の方がその分布の巾が狭いが,

大体男子女子同じ傾向である。しかし中学校にな

ってもまだ (― )の ものが大音Бあって,-4°～2°

のところに集っている。男子では 0°～4° または

6°のところに集りが移って来ているのに対し,女

子は小学校から余り変ってきていない。高等学校

に入ってもまだその状態がつづいて, -4° ～2°

または 4° のところに集っている。男子では高等

学校期に入ると 0°～4° のところに 70～80%集

っているのである。

ν
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第 9表  乙α の 分 布 (%)

56    52

1  1

ム α

(一 )

(一 )

(一 )

(一 )

(一 )

(一 )

4- 3    1 22.6

2- 1     15.1

z.o I z.t
4.0 

i

I z-t
z.o I n.,

zo.o I ro.a
28。 0 1 25。 0

12.0 1 31.3

20。 0 1 14.6

8。 0, 8。 3

2。 01 2。 1

6.3  8。 9

8。 3  14。 3

18。 7  14。 3

25.0  19.7

16。 7 . 17.9

10.4  12.5

6。 3  5。 4

|

B巧
|

:《 |

23。 1 1

15。 4 1

翼

|

4.6

14。 0

14。 0

11。 6

41.9

9.3

4。 6

中 学 校

2。 3

7.0

25。 6

18。 6

39。 5

7.0

1。 9

14。 8

24。 1

31。 5

16。 7

7.4

3.7

12。 3

21.1

15.8

33。 3

10.5

3。 5

1。 8

1.8

2。 2

2.2

2.2

23。 9

23.9

19.6

19.6

6.5

0

1～2

3-4

5-6

7-8

乙α 、、、人数

0

+

14。 6

35.7

22。 9

22。 9

4。 2

第  10 表  (%)

lヽl
丁

|

一

３

２

５

４６

一

４．

２

５６彊HK
布 (%)第 11 表 乙βの 分

2.1

2。 1

4.2

6.3

22.9 29 .2

AL.T 
'i 

zT .L

20.8 20.8

8.3 8 .3

1。 8

25.0

26。 8

12.5

23.2

7.1

1.8

5。 8

28.8

30。 8

23el

7.7

1。 92。 1

1 2.1.2.1

44。 7

8.9

46。 4

ン (_)12～ 11

(― )10～ 9

(_)8～ 7

(_)6～ 5

(一 )4～ 3

(一 )2～ 1

0

1-2

3～ 4

5～ 6

7～ 8

9-10

11-12

13-14

15-16

1。 9

1。 9

3。 8

9.4

26.4

26.4

2。 0

4。 0

4。 0

6。 0

14。 0

44。 0

18。 0

6.0

2。 0

14.6

31。 3

37.5

12.5

4.2

9.3

37。 2

23。 3

18.6

11.6

2.3

7.0

20.9

25.6

27.9

16。 3

5.6

27.8

35。 2

18.5

1。 8

19.3

28.1

24。 6

22.8

1。 8

1.8

21。 7

28.3

32。 6

10。 9

2。 2

2.2

15。 1

1 9。 4

1 15.1

中 学 校|ヽ

69.8

5.7

24.5

60。 0

4。 0

36。 0

611

1。 9



72 体育学紀要 第 1号

一 -6～ 8才
(151人 )

一一-9～ 11才
(156人 )

-12-10-8-6-4-2 0

第 18図 乙α

-6～
8才

(151人 )

__-9ヽ H才
(156人 )

― ……12～ 14才

(134人 )

‐15～ 17才

(157人 )

―・-12～ 14才
(134人 )

"…・15～ 17才

(157人 )

16 18度

一―― 男 子

前報で「前かがみ」のものが少くなってゆくこ

とを明らかにする意味で,(― )の もの (+)の も
のそれぞれの人数の比をとってみたが,女子も同
様の処理をしてみると第 10表のようであった。
小学校低学年では (― )の ものが 60%を超え,
川ヽ学校 4年からは 40%台になって,「前かがみ」
のものが減ってきている。このことは,男子女子
全 く同様の傾向であるが,中 学校に入ってその数
が,男子では 10～20%にまで減っているのに,
女子は依然として 40～50%を 占めているのであ
る。

「前かがみ」のものが男子程には減ることなく,

小学校低学年から高学年にかけて徐々に起きてき

たものも男子程にずっと起き上ってゆ くこ とな

く,途中でとまってしまうといえるであろう。
∠β の検討

∠βについての年令的分布をみると,ガ 学ヽ校 1

年で 8°～12°,2年以上はほとんど 6°～10° 或い

は 12° となっており,男子が小学校低学年で 6°

～12°,4年以上はいずれも 4°～8° のところに 60

～70%の ものが集っているのに比べて, その値
が少し高い。

∠α,∠β の値について,一般的な分類方法と
して,ま た,年令別分布をみた結果からをもして,

月ヽ学校低学年,高学年,中学校,高等学校それぞ
れを一つのグループとして 3学年ずつ合わせたも

のの分布をグラフにとってみると第 18図 ,第 19

図のごとくである。∠αについてみるに,前報の

男子では (一 )から (+)へ と移ってゆくのが明
らかに見られたのに対し,女子では小学校低学年
が少しはずれているのみで,他の 3グループは大
体重っている。∠βでは,男子が川ヽ学校低学年が
はずれている他は 3グループがほとんど同じであ

るのに対し,女子は各グループ多少の差はあるが
大体同じようなカーブを示した。

平 均 値

男子・女子各学年毎に ∠α,∠β の平均値 を

求めてグラフにすると第 20図のごとくなる。
∠αでは,男子・女子 2つの線が大体一緒に上

第 19ぼ| ∠βの分布図

ご平均値

｀ミ
ヽ .ご “ヽ

の分布図

▼

4｀ 1 2 3 4 56中 1 2 3高1 2 3章

第 20図 平 均 値

つていつているのが,中学校期になって開きがみ

られ,男子,女子間の差を検定した結果,中学校
102・ 3年,高等学校 1年 にいずれも 1%以下 の
危険率での有意差をまた,高等学校 3年に5%以

下の危険率での有意差を認めた。

∠β では, 川ヽ学校 4年から開きがみられ,差
の検定の結果,小学校 4・ 5・ 6年,中学校 1・ 203

ム〔〔
‐一、一ａ
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年,高等学校 1年にいずれも1%以下の危険率で
の有意差を認めた。

IV結  論
上述のような所見から次のように考えられる。

まず ∠α についていうと,男子では年令の小
なるうちに多かった「前かがみ」の姿勢が年令の

進むにつれて起き上ってゆくという傾向があるの

に対して,女子は中学校期に入ってはもはや男子
程に起き上らない。

∠β については,小学校高学年,中 学校期,高
等学校 1年までは女子の方がその値が大きく,脊
柱の曲り具合とみてそれが「深い」とみられる。

ここに「深い」と記述した意味は極めて複雑な

内容を示唆するものである。明確なことは今後の

研究によらなければならないのであるが,興味あ
る考察としては一応次のように考えられる。この

発育年令に至ると,恐らくは思春期の前段階とし

て,女子では骨盤の傾斜が男子と異ってくるので

はないか。したがって脊柱自身の彎曲は男子と大

きい差はないとしても,脊柱を支える基部の位置

変化によってこのような β 角,α 角について男

子 との差が 出来たものではなかろうか。 す な わ
ち,こ の時期の男子,女子の差は,骨盤の傾斜を
含めて別に考察すべきものと考えられ,今後の重
要な研究課題である。

(本研究に当って名古屋大学助教授松井秀治博士,山

梨大学桐生良夫講師,ま た教室員簗田秀治の協力を得

た)
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